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今男の主な内容

ペットも家族の一員です………2--3

魚津市表彰………………………4--5

1998バレーボール世界選手権

男子魚津大会………6

まちの話題………………………10--11

(住吉小学校)

シリーズ地域に学ぶ子どもたち…⑪

「そう¥そこを取って。上手上手!_jお年寄りと「あや

とり」を楽しむ子供だち。住吉小学校で10月9日、地域

の人々に学ぶ集会が開かれ¥地区のお年寄りを招いて竹

とんぼや水鉄砲、笹舟づくりなどを教わりましだ。

最近では琶の遊びを体験する機会も少なくなりましだ。

慣れない遊びに最初は戸惑う子もいましだが¥すぐに夢

中lこ。予定の時間はあっというまに過ぎてしまいましだ。

広報は毎κ 発行です



ッ
ト
も
家
族
の

員
で
す
l

家
族
の
一
員
と
し
て
、
私
た
ち
の
心
に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
ベ
ッ
ト

た
ち
。
最
近
の
少
子
化
を
反
映
し
て
、
わ
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
る
方
も
多

い
と
か
。
で
も
、
飼
い
主
の
一
方
的
な
都
合
で
見
捨
て
ら
れ
る
ベ
ッ
ト
も
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
「
う
ち
の
ペ
ッ
ト
」
の
ニ
と
見
直
し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
?

最
期
ま
で
か
わ
い
が
っ
て
ネ

近
年
は
空
前
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
。
市
内
の

あ
ち
こ
ち
で
ペ
ッ
卜
を
散
歩
さ
せ
た
り
、
公

園
で
ペ
ッ
ト
と
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
見
か

け
ま
す
。
犬
を
例
に
と
る
と
、
魚
津
市
内
で

l、

8
5
4
匹
(
平
成
9
年
度
)
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
頭
数
は
、
こ
こ

5
年
間
で
2

0

7
匹
、
約
1
割
強
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
部
分
の
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
の

愛
情
を
一
身
に
受
け
て
幸
せ
に
暮
ら
す
一
方

で
、
飼
い
主
か
ら
見
放
さ
れ
て
保
護
さ
れ
る

ペ
ッ
ト
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昨
年
も
犬
お

匹
、
猫
鈎
匹
が
、
飼
い
主
に
引
き
取
ら
れ
る

こ
と
も
新
し
い
飼
い
主
に
も
ら
わ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
最
近
で
は
登
録
制
度
が
な
い
、
猫
の

保
護
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

『
家
の
前
に

、
「
に
ぼ
し
」
を
添
え
て
生
後

間
も
な
い
子
猫
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
』
こ
と

も
現
実
に
あ
る
話
。
子
猫
を
置
か
れ
た
飼
い

主
は
も
ち
ろ
ん
、
子
猫
を
手
放
し
た
飼
い
主

の
悲
鳴
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

飼
い
主
の
手
で
不
幸
な
ペ
ッ
ト
を
増
や
す

こ
と
だ
け
は
、
避
け
ま
せ
ん
か
?
で
も
、
こ

れ
は
避
妊
手
術
や
去
勢
手
術
を
行
え
ば
簡
単

に
実
行
で
き
ま
す
。

「
最
期
ま
で
か
わ
い
が
っ
て
ネ
」

a 

面
倒
か
ら
す
、
根
気
よ
く

ペ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
法

「
ま
た
フ
ン
が
落
ち
と
る
わ
」
、
「
犬
が

町
の
中
を
ウ
ロ
ウ
口
し
て
、
子
供
を
襲
わ
ん

か
心
配
や
わ
」
・
:
昔
と
く
ら
べ
れ
ば
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
ペ
ッ
卜
へ
の
非
難

の
声
は
ま
だ
根
強
く
あ
り
ま
す
。

で
も
、
当
の
ペ
ッ
卜
は
「
べ
つ
に
悪
気
は

な
い
ん
だ
け
ど
な
あ
:
・
悲
し
い
な
」
と
思
つ



て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
、
こ

う
し
た
放
し
飼
い
や
フ
ン
の
不
始
末
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
は
、
や
は
り
飼
い
主

が
正
し
く
ペ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

面
倒
が
ら
ず
、
根
気
よ
く
。
き
っ
と
「
わ

が
家
の
人
気
者
」
は
、
近
所
で
も
か
わ
い
が

っ
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

V
フ
ン
の
処
分
の
仕
方
は
?

盲
導
犬
の
よ
う
に
、
幼
い
時
か
ら
し
つ
け

れ
ば
ペ
ッ
卜
が
外
で
フ
ン
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
散
歩
中
な
ど
外
へ
出
た

場
合
も
含
め
て
、
フ
ン
は
簡
単
に
始
末
で
き

ま
す
。
(
下
段
の
フ
ン
の
始
末
方
法
参
照
)

始
末
し
た
フ
ン
は
、
「
も
や
せ
る
ゴ
ミ
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

みんな家族の一員です

20歳の老猫のほか5匹の猫を飼

っています。みな性格があり、年

もとる…人間と同じです。好きだ

けでは長く飼うのは難しいですね。

うちは 5匹で手一杯ですが、かわ

いい家族の一員です。最期まで面

倒みてあげたいと思います。

-J  
矢口ハル枝さん

(島尻)

ワ
ン
ワ
ン
/
ペ
ッ
ト
の
こ
と
、

僕
も
意
外
と
知
ら

な
い
か
も
。

こ
の
際
何
で
も
聞
い
て
み
よ
う
/

犬
に
も
コ
戸
籍
」
ガ
あ
る
っ
て
聞

い
た
け
ど
本
当
か
ワ
ン
?

市
役
所
で
登
録
し
て
<
、だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
、
届
け
出
ガ
必
要
で
す
0

.
飼
い
犬
ガ
死
て
し
だ
と
き

・
飼
い
主
、ガ
変
わ
っ
疋
と
き

(
新
し
い
飼
い
主
が
変
更
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
)

・
飼
い
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
の
氏

名
、
住
所
、
ガ
変
わ
つ
だ
と
き

‘
，
/
ベ
ッ
ト
ガ
病
気
し
た
り
、
病
気
を

amヒ
移
さ
な
い
た
め
に
予
防
注
射
っ
て

あ
る
の
か
な
?

い
ろ
ん
な
病
気
に
合
つ
だ
予
防
注

射
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
獣

医
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

、対

ωコ
ベ
ッ
ト
ガ
赤
ち
ゃ
ん
を

5
匹
産
ん

川
市

δ
だ
ん
だ
け
ど
、
う
ち
で
は

5
匹
全

部
は
飼
え
怠
い
わ
・
:
。
誰
か
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
な
い
か
し
ら
。

子
犬
・
子
猫
の
飼
い
主
紹
介
制
度

、か
あ
り
ま
す
。

す
利
用
し
た
い
方
は

新
川
保
健
所
魚
津
支
所

(
g
mー

0
3
5
9
)で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
①
子
犬
・
子
猫
の
写
真
②
印

鑑
ガ
必
要
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

(
登
録
期
間
中
は
、
子
犬
・
子
猫
の
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
)

戸
ご
主
人
様
は
初
め
て
ベ
ッ
ト
を
飼

司
う
ら
し
い
け
ど
、
相
談
で
き
る
と

こ
ろ
っ
て
あ
る
の
か
ニ
ャ
ン
?

富
山
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
(
立

山
町
宮

0
7
6
4
1位
1
3
4
6
7〉

や
保
健
所
へ
ど
う
ぞ
。
年

2
回
愛
犬

し
つ
け
方
教
室
も
し
て
い
ま
す
。

，
フ
ン
を
簡
単
に
始
末
す
る
方
法
つ

可
て
あ
る
か
ワ
ン
?

始
末
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
袋
を
利
用
し
た
簡

単
な
始
末
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①フンの上にティッシユペー

パーを置きます

• 
③袋を裏返します

• • 

②袋に手を入れてフンをつか

みます
④袋の口をしばって持ち帰り
ましょう

気軽にご相談

ください

飼うと決めたペッ卜には、「一

生を共にする」覚悟を決めてほ

しいです。浮気はしないでくだ

さいね /飼い方の相談など、何

でも気軽にお問合せください。

a 

あ
た
り
ま
え
?
で
も
大
事
な
こ
と

飼
い
v
主
心
得

ヂ
ェ
ヴ
ワ
b
lト

口

愛
情
を
持
っ
て
飼
っ
て
い
ま
す
か
?

口

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

口

フ
ン
の
始
末
は
大
丈
夫
?

口

(
犬
の
場
合
)
散
歩
に
連
れ
て
行
つ

て
い
ま
す
か
?

口

予
防
注
射
(
狂
犬
病
は
必
須
)
を
定

期
的
に
受
け
て
い
ま
す
か
?

こ
れ
か
ら
も

ヨ
ロ
シ
ク
ね
/



地方自治功労

窪田信夫さん
大海寺新・ 70歳

多年にわたり魚

津市議会議員とし

て市政に参画し地

方自治の発展に尽くされた。

能津一岩さん
新宿・ 77歳

多年にわたり新宿

3区区長として地域

の福祉向上に努める

とともに市自治会連絡協議会会長と

して地方自治の振興に尽くされた。

林 賢ーさん
新角川・ 73歳

多年にわたり橋

場区区長として地

域社会の発展と住

民福祉の向上に尽くされた。

永年にわたり学

校教育の振興に尽

くされた。

米屋 昌子さん
黒部市三日市・ 59歳

永年にわたり学

校教育の振興に尽

くされた。

庚田延太郎さん
大海寺野・71歳

多年にわたり上

野方公民館長とし

て地域の生涯学習

の充実に尽くされた。

平成((1年|

27個人・ 5団体

いずれの皆さんも、仕事や地域活動、ボランティア

活動を通して、市の発展に尽くされた方々です。

11月2日、市役所で表彰式が行われます。

地方自治功労

清河 貢さん
大字下村木町・ 64歳

多年にわたり魚

津市議会議員とし

て市政に参画し地

方自治の発展に尽くされた。

清水修三さん
友道・ 56歳

多年にわたり魚

津市議会議員とし

て市政に参画し地

方自治の発展に尽くされた。

野津 幸昭さん l

三ケ・ 60歳

多年にわたり魚

津市議会議員とし

て市政に参画し地

方自治の発展に尽くされた。

広坂昭弘ん上村木・ 65歳

多年にわたり魚

津市議会議員とし

| て市政に参画し地

人命救助功労

虞瀬善次さん
横枕・ 67歳

平成10年3月30
日の人命救助行為

は市民の模範とす

るところであった。

早川俊明さん
経由西町・ 69歳

平成9年12月7

日の人命救助行為

は市民の模範とす

るところであった。

浜守勝弘さん
東町・ 60歳

平成9年12月7

日の人命救助行為

は市民の模範とす

るところであった

地方自治功労

m 朝野 彰一ー一さん本新町・ 54歳

l方自治の発展に尽くされた。 P I~ 方自治の発展に尽くされた。

a 



彰表

F
F

市
ほ
津
1
魚
成平田園田・・・・
厚生事業功労

関口 邦彦さん
木下新・ 72歳

多年にわたり民

生児童委員並びに

社会福祉協議会の

要職にあり市民の福祉増進に尽く

された。

服部研太郎さん
青島・ 74歳

多年にわたり魚

た。

魚津市食生活
改善推進連絡協議会

多年にわたり正しい食生活の実

践と普及に努め市民の健康づくり

増進に尽くされた。

船崎嘉ーさん
本町・ 69歳

ともに医師会の要職にあって地域

医療の発展に尽くされた。

河内 昭夫さん
大字下村木町・ 71歳

永年にわたり医

師として市民の健

康管理に努めると

ともに地域医療の発展に尽くされ

た。

寺田英子さん
大字大光寺町・ 71歳

永年にわたり医

師として市民の健

康管理に努めると

ともに地域医療の発展に尽くされ

た。

治安維持功労

西布施校下防犯組合

教育功労

田原輝子さん
末広町・ 69歳

多年にわたり中央

公民館ぺン習字教室

講師として本市生涯

学習の普及に尽くされた。

多年にわたり防犯活動の普及推

進に努め地域社会の治安維持に尽

くされた。

交通安全功労

小林美恵子さん
本新町・ 70歳

多年にわたり魚津

J 市交通センターの要
一 ~;週F切ノ 6>

ι~JA与グぷ.~:~:職にあって市民の交

通安全意識の高揚に尽くされた。

災害防護功労

若林甚之燕さん
東城・ 62歳

永年にわたり魚津

市消防団にあって献

身その職務に精励さ

れ本市の防災と住民の福祉増進に尽

くされた。

伊東正ーさん
吉島・ 63歳

永年にわたり魚津

也市消防団にあって献

身その職務に精励さ

れ本市の防災と住民の福祉増進に尽

くされた。

西尾光信さん
青島・ 64歳

永年にわたり魚津

市消防団にあって献

身その職務に精励さ

れ本市の防災と住民の福祉増進に尽

くされた。

荒地清正さん
袋・ 64歳

永年にわたり魚津

市消防団にあって献

身その職務に精励さ

れ本市の防災と住民の福祉増進に尽

くされた。

a 

文化功労

魚津市布施谷節保存会

多年にわたり布施谷節の普及継

承に努め本市伝統文化の振興に尽

くされた。

体育功労

加藤 庸さん
吉島・ 62歳

多年にわたり空

手道競技の普及発

展に努め本市体育

スポーツの振興に尽くされた。

村木地区体育振興会

多年にわたり地域住民の体育増

進を図り本市生涯スポーツの振興

に尽くされた。

産業経済功労

長谷川清ーさん
経田中町・ 67歳

多年にわたり定置網

漁業に従事し市民への

魚介類の安定供給に

努め本市水産業の振興に尽くされた。

治安維持功労

魚津市猟友会
有害鳥獣駆除隊

多年にわたり有害鳥獣駆除及び

危険箇所の啓発活動に努め市民生

活の安全に尽くされた。



税と年金
日目/日目ωTI71は税を知る週間です

固定資産税とは

固定資産税は、毎年1月1日 (1賦課期日」といいます)に、土地、家屋、

償却資産(これらを総称して「固定資産」といいます)を所有している人

がその固定資産の価格をもとに算定される税額をその固定資産の所在する

市町村に納める税金です。

家
屋
の
取
り
壊
し
ゃ

所
有
権
移
転
の
と
き

に
は
届
出
を

一
三
'
E
R札
¥

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ

た
と
き
ゃ
、
個
人
間
で
売
買
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
、
従
来
通
り
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

H

自
分
の
土
地
に
疑
問
が
あ
る
H

な
ど
、

固
定
資
産
税
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
り
に

な
り
た
い
場
合
に
は
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

V
届
出
・
問
合
せ
先

市
税
務
課
課
税
係

2
nー

1
0
0
9

臨
時
無
料

税
務
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

刊
月
何
回
(
日
)
午
後
1
時

1
4時

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

3
階
催
事
場

相
続
し
た
と
き
や
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た

と
き
な
ど
の
税
の
質
問
に
北
陸
税
理
士
会
魚

津
支
部
の
税
理
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

納
税
書
道
展
と

暮
ら
し
の
中
の
税
金
展

刊
月
刊
日
(
水
)
j
m
日
(
月
)

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

3
階
催
事
場

・
市
内
小
学
5
年
生
の
書
道
「
納
税
貯
蓄
」

の
応
募
作
品
展
示

・
園
、
県
、
市
に
よ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

税
金
資
料
の
展
示

事
業
所
給
与
担
当
の
方
ヘ

年
末
調
整
説
明
会

什
月
叩
日
(
木
)
午
前
9
時

ω分
{
)

会

場

新

川

文

化

ホ

l
ル

事
業
所
の
給
与
担
当
の
方
は
、
必
ず
、

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
魚
津
税
務
署
2
M
l
1
3
7
0

対象

法個団
人人体

刊
月
は

国
民
年
金

制
度
推
進

月
間
で
す

世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
わ
が
国
で
は
、

長
い
老
後
を
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

大
変
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
達
の
老
後
の
生
活
を
支
え
る
の
は
、
公

的
年
金
で
す
。

年
金
は
、
現
役
世
代
が
、
引
退
し
た
高
齢

世
代
を
支
え
る
と
い
う
「
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
私
達
が
納
め
て
い
る
保
険
料
は
、
お

年
寄
り
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
同
時
に
、

将
来
の
私
達
の
生
活
を
保
障
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
み
ん
な
が
加
入
し
て
、

み
ん
な
の
老
後
の
幸
せ
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
の
機
会

に
年
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

〈
祭
り
の
部
〉

市

長

賞

市
議
会
議
長
賞

商
工
会
議
所
会
頭
賞

観
光
協
会
会
長
賞

入

選 言1 ・3
ヲ1，I美
三|し

?:"Iぃ
下I~_ 
E畠|然

吾|と

著|す
(
敬
称
略
)

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
市
内
外
か
ら
、
「
自
然

の
部
」
に
幻
点
、
「
祭
り
の
部
」
に
幻
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の

方
々
が
入
賞
・
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

〈
自
然
の
部
〉

市

長

賞

市
議
会
議
長
賞

商
工
会
議
所
会
頭
賞

観
光
協
会
会
長
賞

入

選

関
口
清
吉
(
天
神
野
新
)

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

内
生
蔵
裕
志
(
東
蔵
)

宮
川
政
昭
(
住
吉
)

窪

田

隆

(

吉

野

)

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

村
井
浩
一
(
富
山
市
)

田
中
徳
義
(
富
山
市
)

加
田
誠
(
滑
川
市
)

※
作
品
は
、
次
の
日
程
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

刊
月
1
日
(
日
)
j
n
月
初
日
(
月
)

会
場
魚
津
埋
没
林
博
物
館

ロ
月
1
日
(
火
)
j
η
月
初
日
(
金
)

会
場
あ
り
そ
ド
l
ム

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

関
口
清
吉
(
天
神
野
新
)

行
沢
三
雄
(
大
海
寺
野
)

窪

田

隆

(

吉

野

)

内
生
蔵
裕
士
山
(
東
蔵
)

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

明
吉
道
雄
(
本
江
)

宮
川
政
昭
(
住
吉
)

能
波
都
志
子
(
吉
島
)

a 



今
年
夏
、
東
山
集
落
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
獅
子
舞
が
凶
年
ぶ
り
に

復
活
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
、
な
つ
か
し
い
郷
土
の
行

事
、か
す
た
れ
て
い
く
中
、
い
っ
・・に

い
ど
ん
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

「
昨
年
夏
か
ら
集
落
で
納
涼
祭

が
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
次
回
は

若
い
モ
ン
で
何
か
出
し
物
を
や
ろ

う
と
話
し
て
い
た
ん
で
す
。
真
っ

先
に
獅
子
舞
の
復
活
が
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
」
と
話
す
発
起
人
の
武

田
浩
さ
ん
。
青
年
会
な
ど
の
メ
ン

バ
ー
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
児

名
、
か
集
ま
り
、

7
月
か
ら
週

2
回

の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

東
山
の
獅
子
舞
は
、
市
内
に
あ

る
他
の
獅
子
舞
と
少
し
違
い
、
主

に
一
人
獅
子
が
特
徴
で
す
。
そ
の
由

来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
笠

踊
り
や
獅
子
落
と
し
な
ど

7
つ
の

踊
り
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
東

山
神
社
の
春
、
秋
祭
り
や
、
魚
津

ま
つ
り
に
も
繰
り
出
し
ま
し
た
が
、

次
第
に
踊
り
手
が
少
な
く
な
り
、

叩
年
前
か
ら
中
断
し
て
い
ま
し
た
。

「
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
自
分
た
ち
の
代
で
中
断
し
た

責
任
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
若
い

衆
か
ら
、
や
り
た
い
と
言
わ
れ
た

時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
。

当
時
踊
り
手
だ
っ
た
中
嶋
秀
範
さ

20年，3ゅの復活に
意気上がる

集落の伝統芸能を受け継ぐ

東山獅子舞保存会

ん
も
、
新
た
な
担
い
手
の
登
場
に

喜
び
を
隠
し
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
楽
譜
も
ビ
デ
オ
も
な

い
中
で
の
練
習
は
、
当
時
の
踊
り

手
の
「
記
憶
」
の
み
が
頼
り
。
毎

回
汗
だ
く
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

結
果
、

7
つ
の
踊
り
の
う
ち
「
笠

踊
り
」
と
「
さ
ん
ば
さ
」
を
マ
ス

タ
ー
。
納
涼
祭
や
先
日
行
わ
れ
た

秋
祭
り
で
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
練
習
不
定
だ
っ
た
が
、
年
輩

の
方
か
ら

『い
か
っ
た
、
懐
か
し

か
っ
た
』
と
励
ま
さ
れ
た
。
祭
り

も
盛
り
上
が
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
何
と
か
続
け
た
い
」
と
話
す
武

田
さ
ん
。
集
落
に
、
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
が
ま
た

1
つ
増
え
ま
し
た
。

企納涼祭で披露された「さんばさ」

・・・・・・・・圃・・・・・・圃・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃._--_.

友だちのわで紹介さ

れたら、テレないで

参加してください。

お願いします。

10月号の大角さんから
スタート

小竹 恵さん{村木町)

今年の社員旅行

の懇親会で、仲間

数人と芸を披露するとか。小

道具はすべて手作り。 r橋幸

夫さんのものまねです。みん

なやる気満々ですよ!.J

いつもコンビを組む上野さんへ

上野好子さん(三ケ)

魚津まつりの

「素敵な奥様コン

テストJ で特別賞に輝いだ上

野さん。ご本人もひ.つくりo

「インタビューで、うまく自

分を戸ビールできだかしら」

親戚の坂本さんへ

。



議事き
憩いのひろばは、みなさんに登場していた
だくページです。
各コーナーに出ていただける人やグループ
を募集しています。

連、-.!J-/""
気持ちが伝わる音楽
魚津市国際交流員

ブレット・ラミンジャーさん

23-/()/S 

企画広報室(823-1015)までご連絡下さい

僕
は
子
供
の
時
教
会
に
通
っ
て

い
ま
し
た
が
、
牧
師
さ
ん
の
言
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
く
て
母
に

叱
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
毎

-つつ

週
日
曜
日
を
憂
欝
な
気
持
ち
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
説
教
の
聞
に
入
る
聖
歌

隊
の
歌
は
興
昧
深
か
っ
た
で
す
。

歌
う
前
に
合
唱
団
が
練
習
す
る
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、
指
揮

者
の
手
の
動
き
だ
け
で
ど
う
歌
え

ば
い
い
か
分
か
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
「
偉
い
な
j
」
と
聴
く
た

び
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
小
学
校
1
年
の
時
、
母
に
「
ブ

レ
ッ
ト
も
合
唱
団
に
入
れ
ば
」
と

言
わ
れ
た
時
に
は
「
あ
の
手
話
み

た
い
な
こ
と
を
一
体
誰
が
分
か
る

と
い
う
の
」
と
思
っ
て
泣
き
ま
し

た
。
こ
れ
が
僕
が
初
め
て
触
れ
た

音
楽
で
し
た
。

僕
は
も
と
も
と
い
ろ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
好
芳
で
し
た

が
、
中
で
も
小
学
校
3
年
の
時
に

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
て
、
「
今
ま
で

や
っ
た
こ
と
と
は
何
か
違
う
な
」

と
音
楽
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
ま

し
た
。当
時
は
、
そ
の
魅
力
が
何
な
の

か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
時
初

め
て
自
分
の
気
持
ち
の
表
し
方
を

見
つ
け
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
で
は
試
合
の
流
れ
に
巻
き

込
ま
れ
や
す
い
で
す
が
、
ピ
ア
ノ

で
は
、
ど
の
よ
う
に
弾
く
か
は
そ

の
瞬
間
の
気
持
ち
に
よ
り
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
、
初
め
て
言
葉
を

使
わ
す
に
自
分
の
気
持
ち
を
人
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ま
で

の
言
葉
に
限
ら
れ
て
い
た
世
界
か

ら
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。
自
分

の
音
楽
を
聴
い
て
初
め
て
「
自
分

の
中
に
こ
ん
な
気
持
ち
も
あ
る
ん

だ
な
」
と
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
言
葉
の
他
に

気
持
ち
の
伝
わ
る
方
法
を
見
つ
け

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
元
気
ク
シ

北

鬼

江

か

ず

き

川
西
一
輝
く
ん

(川
西
敦
史
・由
起
子
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

{
お
白
さ
ん
の
一
言
】

何
事
に
も
一
番
輝
い
て
/

ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん

相

木

み

ほ

相
馬
実
歩
ち
ゃ
ん

(
相
馬
秀
樹
・順
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

{
お
白
さ
ん
の
二
百
】

ワ
ン
パ
フ
実
歩
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
ネ
。

平成9年12月27日生まれ

.13歳の時の僕です

-・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・園 田・・ ・圃圃 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・圃圃 圃・・ ・・圃 ・・圃 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・闘圃 .圃 ・・圃 圃・・ ・・圃 ・・圃 ・

坂本恵子さん(大締)

先月、地区運動

会に出場して運動

不足を実感しだ坂本さん。「ち

ょうど友人に誘われてるし、

ありそドームの工戸口ピ教室

に行ってみょうかなJ

いつもお世話になっている馬場さんへ

馬場高男さん(大病野)

年間通して綱引

きのトレーニング

に打ち込む馬場さん。 r試合

前につらい減量ガありますが、

チームガ勝つだときの喜びは

忘れられませんね」

綱引き仲間の住吉さんヘ

住吉貞則さんは海輔)

お仕事の傍ら、

体の鍛練も欠かさ

ない住吉さん。 r不景気で明

るい話題ガありませんが、前

向きにがんばっていきだしU

と目を輝かせます。

仲の良いお友だち二塚さんへ

来
月
号
へ

a 



地域の催しものなど企画広報室広報情報係へ
お知らせ下さい ⑧23-1015 

市シルバー

スポーツ大会

自
回
目
を
迎
え
た
、
魚
津
市
シ
ル
バ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
年
々
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
今
回
は
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
な

ど
約
千
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
に
始
ま
り
、
同
種
目
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
戦
。
準
備

10123 

まだまだ
若い.ノ

に
当
た
る
係
員
を
よ
そ
に
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く
。
あ
り
そ

ド
ー
ム
の
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
応
援
の
歓

声
、か
大
き
く
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

園
児
と
の
種
目
で
は
、
孫
の
よ
う
な
園

児
を
リ
ー
ド
す
る
場
面
も
。

10117 
ゴールまでもう少し.ノ
ふれあい健康フェスティパル

健
康
と
親
子
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
「
卯

魚
津
市
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
話
題
の
体
脂
肪
や
骨
密
度
測
定

な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ク
イ
ズ
に
答
え

る
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
会
場
に

は
健
康
に
関
す
る
コ

i
ノ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。

ま
た
、
あ
そ
び
の
広
場
で
は
「
は
い

は
い
よ
ち
よ
ち
運
動
会
」
が
開
催
。
す
ぐ

に
ゴ
ー
ル
す
る
子
も
い
れ
ば
、
ゴ
ー
ル
直

前
で
泣
き
出
す
子
も
い
て
、
悪
戦
苦
闘

す
る
お
母
さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

血



制
。
巳
1

秋
の
巡
業
、
大
相
撲
魚
津
場
所
が
あ

に
槻
り
そ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
訪

泊
且
津
れ
た
観
客
4
千
人
が
本
場
所
さ
な
が
ら

N
M
魚
の
好
取
組
を
堪
能
し
ま
し
た
。

3
リ
川
町
魚
津
場
所
は
平
成
5
年
以
来
5
年
ぷ

。

秋

り

o

A

フ
回
は
新
た
に
屋
形
(
つ
り
屋
根
)

h
M
撲
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
初
切
、
相
撲
甚

色
湘
旬
、
髪
結
な
ど
巡
業
で
し
か
お
目
に
か

、J
4
ノ
か
れ
な
い
演
目
、
か
披
露
さ
れ
た
後
は
、

い
よ
い
よ
幕
内
の
取
組
。
横
綱
若
乃
花

と
大
関
武
蔵
丸
の
対
戦
な
ど
、
激
し
い

技
の
応
酬
に
観
客
席
か
ら
も
、
か
け
声

が
飛
び
変
っ
て
い
ま
し
た
。

1017 

…
…
住
み
よ
い
魚
津
を
創
る
た
め

1
市
長
と
語
る
会
開
催

m月
1
日
の
上
中
島
地
区
を
皮
切
り

に
始
ま
っ
た
、
市
長
と
語
る
会
。
今
回

は
、
「
次
世
代
ヘ
住
み
よ
い
魚
津
を

創
る
た
め
」
を
テ
ー
マ
に
、
身
近
な
ご

み
や
福
祉
の
話
題
か
ら
都
市
づ
く
り
の

提
案
ま
で
、
建
設
的
な
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
月
に
は
写
真
の
西
布
施
地
区
な
ど

問
会
場
を
終
了
し
、
け
月
(
げ
日
下
中

島
、
白
日
村
木
、

U
日
道
下
)
の
3
会

場
を
残
す
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10117 
スケールアップで大盛況
魚津商工フェア開催

血

秋
の
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
魚
津
商
工

フ
ェ
ア
叩
」
が
、
今
年
か
ら
会
場
を
あ

り
そ
ド
ー
ム
に
移
し
て
開
催
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年

を
は
る
か
に
上
回
る
約
3
万
人
の
お
客

さ
ん
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

例
年
大
人
気
の
「
し
ん
き
ろ
う
鍋
」
の

ほ
か
、
商
工
フ
ェ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
、
飛
騨

高
山
特
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
会
場
は
秋
の

昧
覚
や
海
の
幸
で
い
っ
ぱ
い
。
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。



.11月の休館日・
1日、 3日、 9日
15日、 23日"-'24日
29日"-'30日

-開館時間・
平日 9:30"-'18:00
土日 9:30"-'16:00

-図書館講座で知識を得ょう・

竹田(水)川柳教室

13日程封 古文書解読会
17日(刈朗読録音研修会
18日(水) 佐々木文書研究会
22日(印源氏物語を読む会
25自体) 草かなで読む読書会
27日働時事英語を読む会

28日(土) 魚津短軟会

篠田節子著

仏教美術の保護のだめ、ヒマラヤの小国rJ¥スキムJ

!こ潜入した新聞社員.7)(松英彰ガ直面したのは、壮絶

なる政変という現実であった。この世!こ「較し¥_Jは必要

なのか、直木賞作家・篠田節子ガ満を持して問う。

-みんな集まれ子供のつどい・

(子供映画劇場 いずれも 10:30~ 

7日佳:) Iじてんしゃにのるひとまね

こぎるJ Iかいじゅうたち

のいるところJ

「ポカホンタス」21日住)

楽
し
く
選
ん
で
こ
の
一
冊

【
新
着
図
書
か
ら
}

-一般こん
な
と
こ
ろ
で
僕
は
何
を
し
て

る

ん

だ

ろ

う

佐

野

史

郎

子
ど
も
を
叱
れ
な
い
親
叱
り
す
ぎ

る

親

片

倉

映

子

ル

l
ア
ン
の
丘

遠
藤
周
作

.
文
学
・
小
説

揚

羽

の

蝶

上

・下

佐

藤

雅

美

天

う

ら

ら

後

編

神

山
由
美
子

い
つ

か

海

の

底

に

丸

山
健
二

友

へ

の

挽

歌

西

村

京

太

郎

.
児
童
な
ぞ
な
ぞ
の
す
き
な
女
の
子
松
岡
享
子

ム
l
ミ
ン
と
空
と
ぶ
え
ん
ぱ
ん

ト
l
べ

・
ヤ
ン
ソ
ン

avビ
デ
オ

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い

る
と
こ
ろ

O
図
書
館
業
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
ま
し
た

図書館利用力一ド

利用カードの申込み受付中

申込書は図書館にあり ます

-・・ ・・・ ・圃・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・圃 ・・圃 ・・・ ・・R 圃・・ ・・・ ・・・ ・・圃 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 園田・ ・・・ ・・・ ・・圃 ・・・

{
休
館
日
}
日
曜
日
・祝
日

{
開
館
時
間
】
午
前
川
時
i
午
後
5
時
ぬ
分

。アスレチックランド

9日(月)"-'21日住)

今年も登場、ジャ

ンボすべり 台.グ

「スケートボード」や

「あみくぐり 」にも挑

戦できるよ。

・参加費無料

(幼児は大人といっしょにネ)

O地獄と極楽の絵図を見ょう
14日佳) 9: 30センター集合

行き先心蓮坊 (小川寺)

対象 小学生

定員 15名 (申込み順)

申込みは 5日(木)から受付。

参加費 200円

・弁当、お茶、おやつを持参

かもめ(経由)
ft23-1777 

カ、也納つ子

まつ

食べ物、ゲーム コーナー

ど楽しきいっぱし

食券は l枚100円。 f10

4日から発売) 。ω
一岬料だよ。ど i

15日(日)

自



{雀

'98魚津市民文化祭
|魚津市文化協会

美術の部 無料
(魚津市美術展覧会)

ft23-1045 

にんぎょうシアター
14:00 

1日券
inミラージ‘ユ'98 600円

3日関 固I特mに『ゲ別ミんゲ公ラぎ演ゲーよの人ジう形鬼ユシ副太'団アB郎Bひタ」とーみ
大人2.50叶同実行委員会
生徒・児童 ft23-1123 

大ホール 座
15:00 

2，000円
(当日各500円高)

5日側 魚津市小学校音楽会 13:00 関係者
吉島小学校

大ホール ft22-0366 

6自信自
西中合唱祭 8:50 関係者

西部中学校

大ホール ft22-0059 

7自由 魚津市民合唱団 19:00 500円
魚津市民合唱団

小ホール 定期演奏会 ft24-8328 

7日出 秋を彩る
8日目 北日本いけばな展

10:00 
叩 |北日本新聞社

展示ホール

8日目 「にっぽん/ 13:00 
1，500同 I ft0764-45-3355 

大ホール とやま民謡万華鏡」 (当日300円高)

14日出 アンサンブル立山・ 一般1，800円I富山医科事訴状学混声合唱団

小ホール
富山医科薬科大学 19:00 学生1，000円
混声合唱固定期演奏会魚津市公演 (当日各2∞円高)1ft0764-44-3615 

15日目 魚津工業高校 13:00 500円 魚津工業高校

大ホール 吹奏楽演奏会 17:00 (当日100円高) ft22-2577 

19日側 豊かな心を育む教育実践 13: 15 無料 上中島小学校

小ホール 研究発表会 ft22-2373 

22日目) 新川文化ホール開館5周年記念 14:00 
S席10，000円 新川文化ホール

大ホール 牧阿佐美バレエ団「白鳥の湖」 A席 7，000'円 ft23-1123 

28日出 暴力追放魚津市民大会 13:30 関係者
魚津市暴力追放運動

小ホール 推進協議会 ft23-1045

30日何 東京芸銅ど鐸術ら座 18:30 宝、 貝巨ヨ
魚津演劇鑑賞会

小ホール 劇団 公演「橿色の嘘」 ft24-6635 

掲載したものは催物の一部です。詳しいことは、サンプラザ、楽器庖などにあるイベントガイドをご覧ください。

-竹月7日…スタンダードウクレレのしらべ

Pミュージヴワ弓乙，チ -竹月21日…コーラスコンサート
一子どもたちへのメッセージー

(やまなみ土曜コンサー卜) -刊月28日・ーくるみ割り人形
ーピ戸ノ・電子オルガンとお話一

公演決定.グ (発売中.グ)
- "..、，司E ・・司OcJ園P"，" U 

-・酢戸、 4函~、 l
・・・~ 1'.・・・・・~ 1 

さだまさしコンサート
|1999年2月3日制 18:30開演 |・入場料・・'6.3凹円(全席指定)

.-..  ). --副

日 催 物 開演時間 入場料 問合せ先

1日目 魚津うまいもん祭り 8:30 無料
同実行委員会

アリーナほか ft23-1034 

13日告白 1998バレーボール 13:00 l階ss 魚津大会実行委員会
......15日目 世界選手権 (m は) 6，000円
アリーナ 男子魚津大会 13: 10 2階S5，000円

ft23-1177 

29日目 富山県綱引選手権大会 10:00 無料
富山県綱引連盟

アリーナ ft0764-41-2481 

-

-~a.i司;E・ ft24-4100
サケが帰ってきたよ/

今年もサケが帰ってくる季節になり

ました 。 ピークは、例年10月末~ll 月

初旬です。乱獲を防ぐため、一般の人

がサケを捕獲することはできません。

市内では、許可を受けた呉東内水面漁

協の人たちが、 人工ふ化事業のために

親ザケを捕獲しています。早月橋下流

と片良川の落合橋下流に設置されたヤ

ナ場が捕獲場所です。

3~5 年という長い旅を終え、故郷

の川に戻ってきたサケたちを見に行っ

てみませんか。

Eぷ~~~古河EiEE司 ft31-7045

企画展示「魚漆の俳句」
開催中(11/30まで)

江戸時代後期は、町人が文化の中心

でした。俳句の世界でも、町人たちに

よって句会が聞かれていました。

今回は、江戸時代~明治・大正の魚津

俳壇で活躍した俳人の句を展示します。

新川文化ホルム月 、通勤ーゥ月の@)@)

牧阿佐美バレエ団
「白鳥の湖」

11/22(日)14時開演大ホール
入場料…S席10.000円/A席7.000円

映画fShal1Weダンス?J で

日本アカデミー賞最優秀主演

女優賞の草刈民代が送るチャ

草刈民代 イコフスキーの名作



悶l
小
口
事
業
資
金

融
資
限
度
額
川
万
円
に

小
口
事
業
資
金
の
融
資
限
度

額
が
、
7
5
0
万
円
か
ら
1
、
0
0

0
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
0

・
融
資
対
象

市
内
で

1
年
以

上
継
続
し
て
営
業
し
て
い
る
、

従
業
員
初
人
(
商
業

・
サ
ー
ビ

ス
業
は

5
人
)
以
下
の
事
業
者

で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
資
金
使
途

事
業
資
金

・
限
度
額

1
、
0
0
0
万
円

・
融
資
期
間

5
年
以
内

・
融
資
利
率

年

2
・
2
%

・
融
資
申
込
み

取
扱
金
融
機
関

・
保
証
人

l
名
以
上
(
保
証

債
務
残
高
が

l
、
0
0

0
万
円

以
下
等
の
条
件
を
満
た
す
者
に

あ
っ
て
は
無
保
証
人
)

V
償
還
方
法
、
取
扱
金
融
機
関

な
ど
の
問
合
せ
先

市
商
工

観
光
課

岱
お
ー

1
0

2
5

知

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金

の
手
続
き
を

所
得
税
等
の
特
別
減
税
追
加

実
施
に
関
連
し
、
今
年
度
も
臨

時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

V
対
象
者

・
老
齢
福
祉
年
金
等
受
給
者

.
高
齢
の
低
所
得
者

・
低
所
得
の
在
宅
ね
た
き
り
老

人
な
ど

支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

V
申
請
期
限

日
月
初
日
(
月
)

V
申
請
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

包
幻

1
1
0
0
5

農
振
除
外
願
い
は

n月
却
固
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
を

行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

振
興
係

岱
お
ー

1
0
3

2

狩
猟
解
禁

刊
月
時
日
か
ら

日
月
日
日
か
ら
来
年

2
月
日

日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り

ま
す
。
狩
猟
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
山
な
ど
へ
お
出
か
け
の
際
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
な
狩
猟
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
し
ま
す

V
縦
覧
期
間

ロ
月
3
日
(
木
)1
7
日
(
月
)

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
総
務
課
内

)
a
n
-
-
0
1
9

国
の
教
育
ロ

l
ン

(
国
民
金
融
公
庫
)

入
学
ま
た
は
在
学
時
に
必
要

な
資
金
を
融
資
す
る
「
国
の
教

育

ロ
l
ン
」
の
申
込
み
を
受
付

て
い
ま
す
。

学
校
納
付
金
の
ほ
か
、
住
居

に
か
か
る
費
用
、
通
学
に
必
要

な
交
通
費
な
ど
も
対
象
に
な
り

ま
す
。
・
融
資
の
対
象
と
な
る
方

高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、
大

学
院
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
外

国
の
高
校
・大
学
な
ど
に
入
学
ま

た
は
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

・
融
資
額

学
生
・
生
徒

1
人

に
つ
き
2
0

0
万
円
以
内

・
利
率

年
2
・
5
%
(固
定
)

・
返
済
期
間

8
年
以
内

11月30日まで

国民健康保険税
(第3期分)

-
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内

で
元
金
の
据
置
が
で
き
ま
す
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

国
民
金
融
公
庫
富
山
支
庖

8
0
7
6
4
ー
剖
ー
1
1
9
1

秋
の
交
通
事
故

防
止
月
間

什
月
は
「
た
っ
し
ゃ
け

気
つ
け
ら
れ
ェ
」
運
動
推
進
月
間

日
の
暮
れ
る
の
が
早
ま
る
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
例
年
、
夕
方

に
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま

す。
特
に
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は

・
用
事
は
明
る
い
う
ち
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う

・
夜
、
出
か
け
る
と
き
は
明
る

い
服
装
と
反
射
材
の
着
用
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う

血

夜の外出には

反射材を利用しましょう



ビ
カ
ピ
カ
シ
l
ル

交
通
安
全
反
射
材
保
険

魚
津
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
保
険
が
切
れ
る

方
は
、
更
新
手
続
を
お
忘
れ
な
く
0

・
保
険
料

邸
歳
以
上
年
別
円

邸
歳
未
満
年
揃
円

-
見
舞
金

1
か
月
以
上
の
け
が
叩
万
円

1
か
月
以
内
の
死
亡
肌
万
円

V
問
合
せ
先

魚
津
市
交
通
セ

ン
タ

l

a
n
-
-
7
4
7

水
道
工
事
の
申
込
み
は

お
早
め
に

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
き
込

み
工
事
の
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、

降
雪
な
ど
に
よ
っ
て
、
工
事
の

二
時
中
止
H

や
H

大
幅
な
延

期
H

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
こ
れ
は
、
冬
期
間
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事
が

非
常
に
難
し
く
、
道
路
の
損
傷

や
交
通
事
故
な
ど
を
誘
発
す
る

恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

水
道
工
事
を
今
後
予
定
し
て

い
る
方
は
、
市
水
道
局
ま
た
は

指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
お

早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

市
水
道
局

a
n
-
-
0
1
3
 

世
界
人
権
宣
言

切
周
年

考
え
よ
う
、
あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

ロ
月
1
日
か
ら
ロ
月
紅
白
ま

で
は
、
世
界
人
権
宣
言
印
周
年
・

人
権
擁
護
委
員
制
度
印
周
年
記

念
月
間
で
す
。

み
な
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活

の
中
で
お
困
り
の
こ
と
や
悩
み

事
が
あ
る
と
き
は
、
お
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
富
山

地
方
法
務
局
魚
津
支
局
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
業
務
は
年
間
を
通
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
魚
津
市
の
人
権
擁
護
委
員

高

島

信

作

東

尾

崎

3
5
3
7

密
出
ー

7
2
5
5

演

多

善

保

本

町

2
1
3
ー
ロ

8
M
l
3
6
6
9
 

谷

崎

耕

民

長

引

野

1
0
0
1

8
m
ー

7
0
6
2

田

代

昭

夫

宮

津

1
5
2
1

2
n
ー

2
6
2
4

長
谷
川
光
子
浜
経
団
4
4
9

2
m
ー

2
3
6
3

伊
東
ハ
ル
ヱ
本
江
新
町
8
l
m

8
M
ー

7
2
2
7

0
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

本
町
1
1
3
1
2

2
m
ー

0
4
6
1

消防

秋
の
火
災
予
防
運
動

W
勾

s
w伯

気
を
つ
け
て

は
じ
め
は
す
べ
て

小
さ
な
火

住
宅
火
災
か
ら
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

約
加
%
が
住
宅
で
の
火
災
に
よ

る
も
の
で
す
。
暖
房
器
具
な
ど

火
を
扱
う
季
節
に
入
り
、
特
に

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

-
期
間
中
の
主
な
行
事

O
小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

V
日
時

日
月
9
日

(5
1
m日
(
日
)

V
場
所

サ
ン
プ
ラ
ザ

O
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

日
月
日
日
(
日
)

午
前
9
時

i

V
場
所

諏
訪
町
3
・
4
・
5
区

V
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部

8
M
I
o
-
-
9
 

V
日
時

火
事
・
救
急
は
川
番

W
勾
は
川
番
の
目

1
1
9
番
通
報
は
、
あ
わ
て

ず
、
正
し
く
、
落
ち
着
い
て

一
生
に
一
度
も
か
け
な
い
か

も
し
れ
な
い

1
1
9
番
。
だ
か

ら
こ
そ
、
か
け
る
時
は
フ

!
と

一
息
つ
い
て
、
ま
ず
、
火
事
か

救
急
か
を
告
げ
、
場
所
、
状
況

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
係

員
の
質
問
に
ハ
ッ
キ
リ
と
答
え

て
く
だ
さ
い
。

自

新
た
に
口
座
振
替
と
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
、

「
国

民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
ひ
み
」

の
宿
泊
券
な
ど
が
あ
た
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

・
応
募
方
法

市
保
険
年
金

課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
期
限

日
月
初
日
(
月
)

V
問
合
せ
先

市
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係

岱
幻
ー

1
0
1
2

普
通
救
命
講
習
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

ロ
月

6
日
(
日
)

午
前

9
時

i
ロ
時

V
場
所

魚
津
消
防
署

・
内
容

心
肺
蘇
生
法
、
大
出

血
時
の
止
血
方
法
な
ど

・
定
員

ω名
(
申
込
み
順
)

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
な
ど

へ
も
伺
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津

消
防
署

S
M
I
o
-
-
9

V
日
時

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
、
年
金

が
減
額
さ
れ
た
り
、
も
ら
え

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
口
座
振
替
は
、

一
度
手
続
を
し
て
し
ま
え
ば
、

毎
月
納
め
る
手
間
も
省
け
て
、

大
変
便
利
で
す
。

さ
ら
に
、

m
l
u月
中
に



初
心
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室
(
一
太
郎
恥

5
)

基
本
操
作
と
文
書
の
作
成

日
月
日
日
(
水

)1
日
日
(
木
)

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
ロ
l
タ
ス
印
)

簡
単
な
表
計
算
を
学
び
ま
す

日
月
お
日
(
水

)i
m
日
(
木
)

V
時
間

午
後
6
時

1
9時

・
定
員

各
別
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料

無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8
M
l
9
5
7
9
(月
曜
日
は
休
館
)

と
み
呈
団
地

住
宅
ア
ン
コ
ー
ル
フ
ェ
ア

V
日
時
日
月
7
日
(
土
)
、
8
日
(
日
)

展
示
住
宅
の
「
売
出
し
フ
ェ

ア
」
第
2
弾
を
開
催
し
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

住
宅
を
、
ぜ
ひ
現
地
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

O
建
て
売
り
住
宅

8
棟

V
問
合
せ
先

側
魚
津
市
開
発
公
社
(
市
建

設
課
内
)

岱
お
ー

1
0
8
9

ふ
れ
あ
い
の
広
場

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
o

v日
時

日
月
8
日
(
日
)

午
後

2
時

i

v会
場

魚
津
平
安
閣

・
参
加
費

l
、2
0
0
円

V
問
合
せ
先

市
身
体
障
害
者
連

合
会
(
川
上
)
窓
辺
ー
2
4
9
4

市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

(ワ
l
ド
・
エ
ク
セ
ル
入
門
)

V
日
時
・
内
容

。
ワ
l
ド
(
ワ
ー
プ
ロ
)
入
門
コ
l
ス

日
月
初
日
(
土
)

O
エ
ク
セ
ル
(
表
計
算
)
入
門
コ
l
ス

日
月

m日
(
日
)

と
も
に

5
時
間
コ

l
ス
で

午
前
日
時

i
午
後

4
時

※
対
象
は
、
こ
れ
か
ら
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
た
い
方

V
場
所

埋
没
林
博
物
館
研
修
室

・
定
員

各

コ
l
ス
印
名
ず
つ

(
申
込
み
順
)

・
受
講
料

無
料

(
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
川
円
)

昼
食
は
各
自
用
意
の
こ
と

・
申
込
期
限

日
月
初
日
(
金
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
広
報
情
報
係

a
n
-
-
0
1
5
 

-『世

間
信料
c 理
まです
/ 

Part 4 

韓
国
料
理
で
す

V
日
時

日
月
お
日
(
水
)

午
前
日
時

i
午
後
1
時

V
会
場

大
町
公
民
館

・
定
員

同
名
(
申
込
み
順
)

・
参
加
費

2
0
0
円

・
講
師

全

美

貞
(
県
国
際
交
流
員
)

う
お
づ
女
性
の
会
連
絡
会

「
う
お
づ
出
前
談
義
」

子
育
て
や
し
ご
と
に
つ
い
て

思
い
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

加

2

テ
ー
マ
「
子
育
て
」

V
日
時

日
月
比
日
(
土
)

午
後
1
時

ω分
i

v会
場

経
団
公
民
館

加

3

テ
ー
マ
「
し
ご
と
」

V
日
時

U
月
お
日
(
月
)

午
後
1
時
初
分
{
)

市
健
康
セ
ン
タ
ー

V
会
場

第
5
回
女
性
議
会
が

聞
か
れ
ま
す

日
月
初
日
(
金
)

午
後
6
時

ω分
{
}

V
会
場

市
役
所
議
場

(
4
階
)

V
以
上
3
件
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

官
お
l
1
0
1
7

V
日
時

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明
会

V
日
時

日
月
5
日
(
木
)

午
後
6
時

ω分
1
8時

ω分

V
会
場

市
役
所
第
一
会
議
室

・
内
容
ビ
デ
オ
に
よ
る
活
動
紹
介

・
対

象

満

初

歳

1
ぬ
歳
の
方

V
問
合
せ
先

と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4ー

ωー
2
5
0
0

第
鈎
固

魚
津
市
美
術
展
覧
会

〈開
催
中
〉
日
月
3
日
(
各

午
後
4
時
ま
で

新
川
文
化
ホ

l
ル

(
展
示
ホ

!
ル
)

※
日
月
3
日
(
火
)
午
後
3
時
よ
り

新
川
文
化
ホ
ー
ル
加
会
議
室

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

V
日
時

V
会
場

¥
相
談
は
無
料
で
す

i
ノ

f
|
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
r
)

金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

悶
悶
悶
悶

9
時
j

げ
時

開
閤
閉
闘
凶

(予
約
制
)

第

4

火

曜

日

日

時

i
M
時

間
関
圏
第
1
・

A
噌

日
時
1
凶

時

(
以
上
の
相
談
は
)

市
民
相
談
室

宮
お
|
1
0
0
3

関
関
闘

第

2

金

曜

日

日

時

1
日
時

会
場
サ
ン
プ
ラ
ザ
問
合
せ
は

富
山
地
方
法
務
局
g
n
l
0
4
6
1

開
聞
圏
平
日
の
9
時
j

M
時
と

第
1
・
3
土
曜
日

9
時
j

ロ
時

市
教
育
セ
ン
タ
ー

密
お
1
1
7
1
7

悶
園
圏
開
園
圏

市
社
会
福
祉
課

g
n
1
1
0
0
6

園
開
闘

火
・水
・
金
曜
日

9
時

l
m
時

市
商
工
観
光
課

企
お
l
1
0
2
5

自
制
嗣
悶
ヨ
引

9
時
i
げ
時

職
業
相
談
室

自

市
役
所
高
年
齢
者

合
お

l
1
0
9
1

闘
9
時
1
げ
時

パ

l
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

窓
辺
1
8
1
5
2



勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

教
養
教
室
・
サ
ー
ク
ル

-
教
養
教
室

教室名 曜日 時 間 材料費

71< 18:00，.....，20:30 
料 理 3，300円

木 18: 30"""'21: 00 

生 花(池坊) 木 17:00，.....，20:00 3，000"""'4，000円

抹茶(裏千家) 月 18: 00，.....，21: 00 2，000円(茶菓子代込)

煎茶(皇風礼式) 71< 18: 00，.....，21: 00 2，000円(茶菓子代込)

着物着付 金 19: 00，.....，21: 00 1，300円

-
サ
ー
ク
ル

サークル名 曜日 時 間

手 話 月 19:00，.....，21:00 

社交ダンス 月 19: 30"""'21: 00 

軽音 楽 随時 19: 00，.....，21: 00 

ワニEb 手 随時 19:00"""'21:00 

フフワー
随時 19:00，.....，21:0。

アレンジメン卜

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

8
mー
4
3
3
0

※
対
象
は
、
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
で
働
い
て
い
る

ω歳
未

満
の
男
女

嘗
備
ア
シ
ス
タ
ン
ト

按
能
講
習
会
(
受
講
無
料
)

V
日
時

日
月
お
日

i
u月
4
日

(
た
だ
し
土
・日
と
引
を
除
く
7
回
)

午
前
9
時

ω分
i
午
後
3
時

ω分

V
会
場

新
川
文
化
ホ
l
ル

・
受
講
対
象
者

原
則
と
し
て

ω歳
台
前
半
の
方

・

定

員

初
名
(
申
込
み
順
)

・
申
込
期
限

日
月
日
日
(
金
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

制
魚
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

8
mー
5
3
2
6

さ謝捌1}sとう3語、寝す
炉善意銀行ヘ [敬称略]

浦島孝之吉島 50，000円

連合富山新川地域連絡会 187，432円

筒)魚津鍍金吉島 5，000円

本江保育園保護者会 10，000円

三井自動車側友の会天神野新 3，000円

奥村康光吉島新町 50，000円

魚津市ボランティア連絡協議会 10，360円

魚津第二保育園職員一同 4，700円

塩田俊介相木 100，000円

大野昭二 北鬼江 2，000円

小林章良六郎丸 50，000円

かんっさ経津武志新角川 3，000円

美浪昭二 釈迦堂 100，000円

故長谷川宗雄吉島 150，000円

惨社会福祉基金として

宮原輿市郎 三ケ 20，000円

広瀬甚一横枕 70，000円

安田喜美子青柳 100，000円

加藤鉄樹吉島 5，000円

すみれ会代表原田キミエ 211，876円

水島節子双葉町 100，000円

三輪佐津子上口 30，000円

魚津市地域相談所所長池上嘉久二20，000円

富
山
大
学
経
済
学
部

『
夜
間
主
コ

l
ス」

働
き
な
が
ら

4
年
間
で
学
士

の
学
位
が
得
ら
れ
る
夜
間
主
コ
ー

ス
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
o

v出
願
期
間

。
社
会
人
特
別
選
抜

日
月

4
日
(
水

)
1日
日
(
水
)

。
一
般
選
抜

1
月
お
日
(
月
)
1
2
月
3
日
(
水
)

V
問
合
せ
先

富
山
大
学
経
済
学
部

8
0
7
6
4
ー
必

1
6
4
0
8

円
月
の

市
長
と
語
る
会

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
0

.
日
月
げ
日
(
火
)
下
中
島
公
民
館

.
日
月
初
日
(
木
)
村
木
公
民
館

・
1
月
幻
日
(金
)
道
下
公
民
館

下野方地区(石垣新 ・印

田・三田 ・本江 ・本江元

町)、上中島地区

県LPガス保安センタ一
新川地区支所H24-5340

~[P刻ス保安歳磁調室(11月)
炉実施地域

炉問合せ先

-市政情報 H22-3600

魚津市内の行事・イベン卜案内は

FM76.1MHz ラジオ・ミューで
毎週金曜日 7:45'""'8:00 放送中

震厨蟻議

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
省
相
談
包
シ
タ
|

(
百
楽
荘
内
)

月
i
金
曜
日

9
時

i
m時

告
白

'
0
8
9
9

国

闘

闘

幽

第

2
水
曜
日

日
時

i
m
時
初
分
会
場
は
市
役

所
第
4
会
議
室
問
合
せ
は
、
魚
津

地
域
住
宅
相
談
所

E
n
l
5
0
7
8

4
ヨ
ヨ
ヨ

健水
康曜

=1セ日
ン
タ

9
時
1
日
時

8
M
l
3
9
9
9
 

蹴
国
子
育
て
支
援
セ
ン

8
M
l
0
4
1
5
 

9
時
j

m
時

タ
l

常
時

(μ
時
間
)
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
(
西
部
)
含

M
1
8
4
8
4

(
東
部
)
g
n
1
7
8
0
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@魚津老いを考えるつどい

11月7日出 13:30""'16:00 
会場 ホテルサンルート魚津

・講演 「みんなで支える

介護保険制度」

・軽音楽 洗足学園魚津短期大学学生

.シンポジウム

「みんなでつくろう明るい魚津市

~私たちにできる

寝たきり ・痴呆の予防活動'""J

炉問合せ先 新川保健所魚津支所

H24-0359 

@あとびっこ相談会

11月13日(到 13:30""'15:45

(受付 13:00'"" 13: 30) 

「アトピ-性皮膚炎とスキンケァ」

倉田幸夫氏 (富山労災病院皮膚科医師)

座談会 「アトピー性皮膚炎と

上手につきあうには」

個別相談 離乳食・食事相談もあります

※事前に予約が必要です

田臨海彊~N.

'会場・問合せ・申込み先

新川保健所魚津支所 H24-0359 

@をじいちゃん 官官晶至のための :11 .1号~æD'ヨEおばあぢゃん JliT司式.::t:::.

11月19日(木)9:30""'11 :30 

炉内容 孫と遊ぼう(歌と手遊び)

講話『孫とのかかわり方」

虫歯予防の話とおやつの与え方

炉申込期限 11月13日陰)

惨会場・問合せ・申込み先

健康センタ- H24-3999 

令年度、最後の検診です
まだ受けていない方はぜひ受診してください。

@結核検診・肺がん検診

ゆ受診票、健康手帳、検診料金200円(肺がん検診受診希望の如

実施日 | 受付時間 | 会 場

11日(水)

13日(金)

9: 30'"" 11 : 00 

9 : 30'"" 11 : 00 

健康センター

健康センタ ー

j結核検診の結果について 10月13日までに受診された方で、
個別に結果通知が届かなかった方については、特に異常な所見

は認められませんでした。来年も受診 しましょう。

@集団がん検診

ゆ受診券、健康手帳、検診料金

実施日 iヨ〉ミ、 場
内 r合すそ・

24日(火) 健康センター
胃がん

平成10年度中に、 40
歳・50歳・60歳になられ 大腸がん

る方および70歳以上の
子宮がん方は無料。子宮がん・

乳がんについては30歳
乳がん

の方も無料。

|受診申ーキ コ電話にて、検診日の10日前|
までにお申込みくださし ¥0 J 

料 金 交付時間

900円 8: 30~ 9: 30 

9:30 700円 8:30 13: OO~ 14: 00 

800円 13:00~1叩 j

1，200円 13: OO~ 14: 00 

@病院などでのがん検診 ゆ電話予約、受診券、健康手帳

内容 場所・申込み先 実施期間 料 金

胃がん 4'""11月 2，200円 70歳以上は無料
がん検診受診券が必

子宮がん 市内医療機関 通 年 1，300円 要です。
受診券がない方はご

4'""11月 1，000円 連絡下さし ¥0
大腸がん

※40、50、60歳料と70健康センタ ー 通 年 700円 歳以上は無

@教室・相談会会場:健康センター 123;32:;?ZU
内 #合守 実 施 日 時 間

機能訓練
個別 10、17、24日(火)

集団
9 : 30"-' 12: 00 

5、19日(木)

健康運動相談会 4日(Jj<) (受付)13: 00"-'13: 30 

健(医師によ康る相談相あります談) 4日(水) (受付)13: 00"-' 13: 30 

@ヘルスアップ教室

生活習慣病を知り、自分の生活習慣を見直し、よ り健康な心と身体

になるための教室です。

砂日程・内容 11月下旬から 1月上旬までの 3日コース
惨申込期限 11月20日陰) 詳しくは健康センターにお問合せくださし、o

b会場・申込先 健康センター (H24-3999)

@ 



お問合せ魚津市健康センター
824-3999 

@母子保健 ゆ母子手帳、会場 :健康センター

内 ，谷.，....". 対 象 実施日 受付時間

マタニァィセミナー
妊婦とその家族 27日倒 9: 00""'9: 30 (Bコース:育児編〉

4 か節月脱児臼健診診
股関 検 満 4 か月児 12日(柑 13:00""'13:30 

8 か月児相談 8 か 月 児 18日(水) 13:00""'13:30 

離 字L 食 指 導 8 カュ 月 児 20日(甜 12:45""'13:00 

1歳 6か月児健診 平成 9年児 4月生
まれの 10日(火) 13:00""'13:30 

3 歳 』宅 健 幸。ノ会
平成 7年児 5月生
まれの 25日(水) 13: 00""' 13: 30 

@予防接種 ゆ予診票と母子手帳

会場:健康センタ一、受付時間:13: 30""' 14: 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該当地区

5日(木) 大町、下中島、上中島、松倉

6日闘 本江、上野方
三種混合(2回目〕

(生後6か月---66か月)
9日(月) 経由、天神

11日(水) 加積、片貝、西布施

13日(金) 道下、村木

日本脳炎 I 4 n ，...， 14-¥ I 
(生後36か月---60か月) I 19日休)I道下、上野方

ツベルタリン反応検査 I4 n ，...， 1_1，¥ I * 8か月児相談時に行います
(生後 8か月 ---48か月) I 18日附 |※受付 13:00""' 13: 30 
B C G t妾 手重 Inn，...， I.d.¥ I 
(生後 8か月 ---48か月)" I 20日閤 I*離乳食指導 も行います

|魚津市内の所定の医療機関で受けて
麻しん(はしか)、風しん(三日ばしか)I 

|くださし、。風しんは、麻しん接種の
(生後12か月---36か月)

lあとにうけてください。

+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)
診療日 一 般 医

11月1日(日) 扇谷医 院 益形外語 (友 道 n24一1355)

11月3日(火) 河内内科医院 内 科 (下村木町n22-3210) 

11月8日(日) 平井整形外科 整形外科 (末広町 n22-0888) 

11月15日(日) 鈴木医 院 産婦人科 (双葉町 n24-8820) 

11月22日(日) 寺崎医 院 内 科 (上口 n22-3619) 

11月23日(月) 魚津緑ケ丘病院 精 神科 (大光寺 n22-1567) 

11月29日(日) 平井整形外科 整形外科 (末広町 n22-0888) 

12月6日(日) ~~ 田 医 院 内 科 (新金屋 n22-0642) 

@育児サロン
対象:未就園児とその家族

受付時間:保育園・幼稚園 9:00""' 9:30 

実施日 ~ 場

9日(月) あけび保育園

10日(火) 野方保育園

11日(水) 愛大育幼園 ・道下保育園
町稚園

12日(木) 経団 ・西布施保育園

13日(金) 松倉保育園

18日(7.k) 青島 ・住吉保育園

@健康テレホンサービス
(県保険医協会) 2j0764-42-0003 

11月のテーマ
(月〉 インフルエンザの対策

(火〉 夜尿症 (おねしょ 〉

(水〉 冬に多い肌荒れ

(木〉 退職前の歯の治療

(金〉 猫背

(土・日)急な胸の痛み

歯 科 医

坂下歯科医院 (立山町 宮ぽ11066)

マキノ歯科医院 (立山町 2210269)

山本歯科医院 (上市町 宮!210117)

幾島歯科医院 (立山町 Bii611900)

歯科Myクリニック (立山町 宮品616480)

岩隣歯科医院 (立山町 宮詑11118)

荒井歯科医院 (上市町 宮!?13110)

奥平歯科医院 (滑)11市HL211〕

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側包54-0731) 診療時間/午後7時""11時 診療科目/内科・小児科・外科

自



写真は昭和41年11月、完成したばかりの入会橋(写真左)

を滑川側から撮影している。当時早月川はたびたび大水に

見舞われ、旧橋(写真右)の橋けたも一部流失。 1年前から

新橋の建設が進められていた。

写真の対岸にあたる鉢をはじめ、大熊、虎谷の各集落は

入会橋を通じ、戦前より滑川市との交流が深かった。買い

物に行く時はもちろん、魚、の行商人も滑川からやって来た

という 。田植えの終わった 6月上旬には、「まやせ」と呼ば

れる馬の競走会が合同で行われていた。

渡り初めの当日は 鉢の獅子舞を先頭に大勢の人々が橋

を渡った。橋上では、魚津・滑川双方の住民が互いに酒を

くみ交わして完成を祝ったという 。マイカ一社会となった

現在でも、入会橋は両市を結ぶ交通の要所になっている。

霜月(11月) 魚津うまいもん祭り (8:30-----ありそドーム)
1日(日)

市美術展覧会(新川文化ホール、 3日まで)

2日(月)魚津市表彰式(10:00-----市役所)

シυーズ⑩

3ち均三.

入曾橋完成田町 11】
(昭和41年)

3日(火)スポーツ少年団体育大会(9:00-----桃山運動公園)/文化の日

5日(柄小学校音楽会(13:00-----新川文化ホール)

8日(日)魚津の朝市(8:00-----魚津港魚市場)

13日制 1998バレーボール世界選手権男子魚津大会(13:10~ありそドーム、 15 日まで)

20日制女性議会本会議(18:30-----市役所)

23日(月)勤労感謝の日

29日(日)富山県綱引選手権大会(10:00-----ありそドーム)

l市の人口(平成1[1]年9月末日現在) 男~人rc:u 女~人(CflJJ 計48，121人(ー世帯rn.u-前月対出.
毒物混入事件が頻発、その大半が未解決です。先日友人と県外に出かけ、某食堂で昼食。きあ、食べようという時に友人がぽつり

と一言。 「このカレーは大丈夫だよな?J一・思わずはっとしました。不安なく食事ができる幸せを、改めてかみしめた気分です。

a 


